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教校部 特殊講義（聖道権実） 担当講師：藤澤信照

①講義の意義と概要

【意義】

教校部の講義の中で「特殊講義」といわれる講義は、「聖道権実」と「悪人正機」の

二つですが、いずれも普通の講義と異なり、「会読」とよばれる問答形式によってお聖

教を研鑽していくもので、講師が担当するのは会読指導ということになります。仏さま

の教えを正しく理解する方法として、伝統的に問答という研鑽の形式を大切にしてきま

しあ。これを「会読」と名づけるのは、特に浄土真宗ではお聖教の言葉をよりどころと

して、仏さまの心を学んでいくからです。

会読を行う際には、お聖教に説かれる内容にしたがって論ずべきテーマを決めます。

これを「論題」といいますが、この論題によって明らかにすべきこと（題意）を見据え、

問答形式によってま、ずそのことが説かれている文（出拠）を挙げ、次にこの論題や論

題にまつわる言葉の概念を規定し（釈名）、その概念規定にしたがいつつ、出拠の文に

説かれていることがらを明らかにする（義相）、というのが「会読」というお聖教の研

鑽方法です。こうして、お聖教に説かれていることついて、お互いに議論を交わすこと

で、より深く仏さまの心を理解していくことができるようになります。詳しくは、講義

を進めながら少しずつ説明をしますので、実際の講義の場面で少しずつ慣れていただき

たいと思います。

【概要】

私がこれから担当する論題は、前期は「聖道権実」です。この講義は専精舎夏講（５

日間にわたる集中講義）に行われる会読に向けて、論題の内容を理解し、問答ができる

ように演習を行います。なお、後期は専精舎の最終日に発表される来年度の論題を扱う

ことになります。

さて、「聖道権実」という論題で問題にすべきことについてですが、法然聖人が聖道

門を捨てて浄土門に帰すべきであるとされた「聖浄二門判」を承けつつ、法然聖人が捨

てよといわれた聖道門の教えが説かれたのは、『大無量寿経』に説かれた第十八願の法

門に帰せしめる、教育的手段としての方便の法門であることをあらわす「二双四重判」

という教判を立てられた意義をうかがいます。

釈尊が説かれた教えが広まっていく過程において、特に中国の祖師方は、どの教えが

究極の成仏道を説いた教えであるかということを判定する、いわゆる「教相判釈（教判）」

を行われ、よりどころにすべき経典に基づいた宗を開かれました。親鸞聖人も「二双四

重判」という教判を立てて、『大無量寿経』に説かれた法義こそ究極の成仏道であるこ

とを明らかにして「浄土真宗」を開宗されたました。

今回の論題「聖道権実」においては、親鸞聖人の立てられた「二双四重判」の釈意を

通して、これまで仏教の本筋と考えられてきた教えを、親鸞聖人が方便権教とされる意

義を窺い、それによって、浄土真宗こそ真の一仏乗であることを明らかにしていきたい

と思います。
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②自己紹介など

【自己紹介】

藤澤 信照（ふじさわ しんしょう）

1958（昭和 33）年、鹿児島県川内市（現、薩摩川内市）生まれ。
鹿児島大学理学部卒業。行信仏教学院ならびに行信教校卒業後、滋賀県東近江市浄

光寺に入寺。その後、龍谷大学大学院文学研究科博士後期課程修了。

現在、行信教校講師、元布教使課程専任講師、滋賀県東近江市浄光寺住職。

著書

『親によばれて－浄光寺報法話集－』

仏教讃歌「本願力のめぐみゆえ」親鸞聖人『正信偈』意訳、解説と味わい

共著『大きな字で読みやすい 浄土真宗やわらか法話２』

共著 2018（平成 30）年真宗教団連合法語カレンダー『月々のことば』
論文 『行信学報』などに、多くの研究論文を発表

【学生さんへのメッセージ】

行信教校には昭和 56年に入学し、滋賀県のお寺に入寺するまで、５年半ほど在籍
し、寮生活をしていました。講師ではありますが、皆さん方の先輩でもあります。

寮生活、学校生活についてのこと、勉強方法について、気軽にたずねてもらったら

うれしいです。

滋賀県のお寺は公共交通機関が不便なところにあるのでで、毎回、車で約１時間

半かけて学校に通っています。お寺のあるあたりは、大阪の町中と違って、自然が

いっぱいのところです。機会があったら、ぜひ遊びに来てください。

趣味は音楽。クラシックギター演奏。地域のコーラスの指導もしています。

【テキスト】

藤澤信照述、会読ノート『聖道権実』（講義開始時までに配布予定）

『浄土真宗聖典全書』巻一、巻二

【参考文献】

梯實圓著『化身土文類講讃』、特に第三章、真宗の教判

月刊大乗、令和３年７月号「教えて！浄土真宗 二双四重判－親鸞聖人の仏教観」

『真宗百論題』下、第六十二「聖道権実」

『真宗大辞典』聖浄二門

『龍谷大学篇仏教大辞彙』聖浄二門

※以上は、参考資料として配付します。


